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No.2022-08 
― 医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。― 

添付文書改訂のお知らせ 
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この度、標記製品の｢使用上の注意｣を次のとおり自主改訂いたしましたので、ご案内申し上げます。 
今後のご使用に際しましては、次頁の内容をご参照くださいますようお願い申し上げます。 
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【改訂内容】 

改 訂 後 (下線部分：改訂箇所) 改 訂 前(波線部分：削除箇所) 

 

【使用上の注意】 

3.相互作用 

併用注意 (併用に注意すること) 

本剤は吸着作用、制酸作用等を有しているので、他

の薬剤の吸収・排泄に影響を与えることがある。 

薬剤名等 
臨床症状・ 

措置方法 
機序・危険因子 

テトラサイク

リン系抗生物

質 

(省略) 

ニューキノロ

ン系抗菌剤 

(省略) 

ビスホスホン

酸塩系骨代謝

改善剤 

(省略) 

抗ウイルス剤 

ラルテグラ

ビル、エルビ

テグラビル・

コ ビ シ ス

タット・エム

トリシタビ

ン・テノホビ

ル  ジソプ

ロキシルフ

マル酸塩等 

これらの薬剤

の吸収が低下

し、効果が減弱

するおそれが

あるので、同時

に服用させな

いなど注意す

ること。 

マグネシウム

と難溶性のキ

レートを形成

し、薬剤の吸収

が阻害される。 

セフジニル 

セフポドキシ

ム プロキセチ

ル 

ミコフェノー

ル酸モフェチ

ル 

ペニシラミン 

機序不明 

(省略) (省略) (省略) 

高カリウム血

症改善イオン

交換樹脂製剤 
(省略) 

(省略) (省略) 

  

 

【使用上の注意】 

3.相互作用 

併用注意 (併用に注意すること) 

本剤は吸着作用、制酸作用等を有しているので、他

の薬剤の吸収・排泄に影響を与えることがある。 

薬剤名等 
臨床症状・ 

措置方法 
機序・危険因子 

テトラサイク

リン系抗生物

質 

(省略) 

ニューキノロ

ン系抗菌剤 

(省略) 

ビスホスホン

酸塩系骨代謝

改善剤 

(省略) 

これらの薬剤

の吸収が低下

し、効果が減弱

するおそれが

あるので、同時

に服用させな

いなど注意す

ること。 

マグネシウム

と難溶性のキ

レートを形成

し、薬剤の吸収

が阻害される。 

セフジニル 

セフポドキシ

ム プロキセチ

ル 

ミコフェノー

ル酸モフェチ

ル 

デラビルジン 

ザルシタビン 

ペニシラミン 

機序不明 

(省略) (省略) (省略) 

高カリウム血

症改善イオン

交換樹脂製剤 
(省略) 

(省略) (省略) 
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改 訂 後 (下線部分：改訂箇所) 改 訂 前 

 

薬剤名等 
臨床症状・ 

措置方法 
機序・危険因子 

活性型ビタミ

ン D3製剤 

アルファカ

ルシドール、

カルシトリ

オール等 

高マグネシウ

ム血症を起こ

すおそれがあ

る。 

マグネシウム

の消化管吸収

及び腎尿細管

からの再吸収

が促進するた

めと考えられ

る。 

milk-alkali 

syndrome(高カ

ルシウム血症、

高窒素血症、ア

ルカローシス

等)があらわれ

るおそれがあ

るので、観察を

十分に行い、こ

のような症状

があらわれた

場合には投与

を中止するこ

と。 

機序：代謝性ア

ルカローシス

が持続するこ

とにより、尿細

管でのカルシ

ウム再吸収が

増加する。 

危険因子：高カ

ルシウム血症、

代謝性アルカ

ローシス、腎機

能障害のある

患者 

大量の牛乳 

カルシウム製

剤 

リオシグアト 本剤との併用

によりリオシ

グアトの血中

濃度が低下す

るおそれがあ

る。 

本剤はリオシ

グアト投与後 1

時間以上経過

してから服用

させること。 

消化管内 pH の

上昇によりリ

オシグアトの

バイオアベイ

ラビリティが

低下する。 

ロキサデュス

タット 

バ ダ デ ュ ス

タット 

これらの薬剤

と併用した場

合、これらの薬

剤の作用が減

弱するおそれ

がある。 

機序不明 

炭酸リチウム 高マグネシウ

ム血症を起こ

すおそれがあ

る。 

機序不明 

  

 

薬剤名等 
臨床症状・ 

措置方法 
機序・危険因子 

活性型ビタミ

ン D3製剤 

アルファカ

ルシドール、

カルシトリ

オール 

高マグネシウ

ム血症を起こ

すおそれがあ

る。 

マグネシウム

の消化管吸収

及び腎尿細管

からの再吸収

が促進するた

めと考えられ

る。 

大量の牛乳 

カルシウム製

剤 

milk-alkali 

syndrome(高カ

ルシウム血症、

高窒素血症、ア

ルカローシス

等)があらわれ

るおそれがあ

るので、観察を

十分に行い、こ

のような症状

があらわれた

場合には投与

を中止するこ

と。 

機序：代謝性ア

ルカローシス

が持続するこ

とにより、尿細

管でのカルシ

ウム再吸収が

増加する。 

危険因子：高カ

ルシウム血症、

代謝性アルカ

ローシス、腎機

能障害のある

患者 

ミ ソ プ ロ ス

トール 
(省略) (省略) 
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改 訂 後 (下線部分：改訂箇所) 改 訂 前 

 

薬剤名等 
臨床症状・ 

措置方法 
機序・危険因子 

H2 受容体拮抗

薬 

ファモチジ

ン、ラニチジ

ン、ラフチジ

ン等 

プロトンポン

プ イ ン ヒ ビ

ター 

オ メ プ ラ

ゾール、ラン

ソプラゾー

ル、エソメプ

ラゾール等 

本剤の緩下作

用が減弱する

おそれがある。 

胃内の pH 上昇

により本剤の

溶解度が低下

するためと考

えられる。 

ミ ソ プ ロ ス

トール 
(省略) (省略) 

  

 

 

【改訂理由】 

自主改訂 

｢相互作用(併用注意)｣の項 

相互作用相手薬記載との整合に基づき、｢相互作用(併用注意)｣の項を改訂する同一成分薬(酸化マグネシウム原

末｢マルイシ｣：丸石製薬株式会社)との整合を取り、改訂いたしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本件に関するお問い合わせは、下記のコールセンター又はヴィアトリス製薬株式会社の製品担当 MR までお願

い申し上げます。  
 

お問い合わせ先： 

ヴィアトリス製薬株式会社 メディカルインフォメーション部 フリーダイヤル：0120-419-043 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 5 丁目 11 番 2 号 
 

≪改訂内容につきましては医薬品安全対策情報(DSU)No.311(2022 年 9 月)に掲載される予定です。≫ 

 

医薬品添付文書改訂情報は PMDA ウェブサイト｢医薬品に関する情報｣(https://www.pmda.go.jp/safety/in
fo-services/drugs/0001.html)に最新添付文書及び医薬品安全対策情報(DSU)が掲載されます。 

また、ヴィアトリス製薬株式会社の医療関係者向けウェブサイト｢Viatris e Channel｣(https://www.viatris-
e-channel.com/)に製品情報を掲載しております。 

 


